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5月1日現在♪

らいふつくば花畑

空室 0

空室状況

桜の開花

施設からのお知らせ

今月茨城県よりコロナウィルス
の感染拡大の懸念についての
通達を受け、落ち着くまでの間
面会の自粛をお願いします。

5月の予定

未定

今月のイベント食

桜の開花は、環境の変化を知ることにもつながっています。気象庁では「民間の気象事
業者が、気象庁と同等の精度を持った開花予想を行っているため」、1955年から続け
てきた桜の開花予想を2010年から取りやめましたが、開花の観測は続行されています。

なぜなら、毎年同じ標本木を観測することで、季節の遅れ進みや生物に及ぼす気候の影
響を把握することができるからです。

観測対象の標本木は全国各地約100カ所の気象台や測定所の構内にありますが、構内に
標本木がないときは、付近のものを標本木に指定しています。たとえば、東京は靖国神
社内に、京都は京都地方気象台正門近くに標本木の桜があります。

また、基本的にはソメイヨシノが標本木となりますが、ソメイヨシノが咲かない沖縄・
奄美地方ではヒカンザクラ、北海道の北東部ではエゾヤマザクラやチシマザクラを観測
します。


